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博物館は、横須賀版キッズウィーク（10月 19日（土）～11月 11日（月））にあわせ、10月

28 日（月）と 11月 11日（月）を特別開館します。 

11 月 12日（火）は閉館します。 

 

 

◆学芸員自然と歴史のたより━━━━━━━━━━━━━━━━━◆ 

 

----------------------------------------- 

旗本の２つの顔 -官僚としての旗本、領主としての旗本- 

----------------------------------------- 

 

当館 2階人文展示室の入口には、横須賀製鉄所の建設に尽力し、日本の近代化に多大な影響

を与えた旗本小栗上野介忠順（1827～1868）の胸像が展示されています。 

「旗本」とは、徳川将軍家に直接仕える幕臣であり、禄高 1万石未満で、将軍に謁見できる

御目見以上の者のことをいいます。 

一方、同じく直参でも将軍に御目見できない者を「御家人」といいました。 

旗本の数について、俗に「旗本八万騎」といわれますが、実際の数は約 5000家余りでした。 

そして、小栗上野介のような上位の旗本は、「知行取」といって、主に関東地域に領地とな

る村を宛がわれ、その村から納められる年貢の一部が俸禄となっていました（幕府の御蔵か

らお米を支給される者を「蔵米取」といいます）。 

ですので、「旗本」とは、幕政運営に必要な業務を担う、いわゆる「官僚」であると同時に、

村々を支配する「領主」（殿様）でもありました。 

例えば、小栗上野介の場合にも、江戸に居住して、「勘定奉行」などの幕府役職を歴任する

一方で、下野国足利郡（現栃木県）、上野国群馬郡・緑野郡（現群馬県）、上野国武射郡・香

取郡（現千葉県）のうちに領地である村々を支配していました。 

小栗上野介が最期に土着した上野国群馬郡権田村（現群馬県高崎市倉渕町権田）も領地の一

つです。 

なお、旗本の領地は「知行所」といい、各村の運営はそれぞれの「名主」に委任しておりま

した。 



また、同じ領主を持つ村々全体を統括する名主を「割元名主」といいます（地域により呼称

の違いはあります）。 

このように関東地域には、旗本の知行所がたくさん配置されたので、必ずしも 1人の領主が

1 つの村（おおむね現在の大字の範囲）を支配するのではなく、複数の領主が分割して 1つ

の村を支配している「相給村落」が多くありました。 

三浦半島の場合には、多くてもせいぜい領主 3人（「三給」と数えます）ほどの相給村落で

すが、関東の他地域では 10人以上の領主が 1つの村を分割して支配している場合も珍しく

ありませんでした。 

こうした関東地域における支配の細分化が、領主の別無く治安の維持や犯罪の取り締まり

等を行った「関東取締出役（八州廻り）」（文化 5年（1805）設置）や、その活動を補佐する

「改革組合村（寄場組合）」（文政 10年（1827）編成）の成立、展開へとつながっていきま

す。 

しかしながら、三浦半島の場合は海防の関係もあり、他の関東地域とはやや異なる地域編成

が行われました。 

さて、こうして考えてみると、日本の外交史や現横須賀市域の歴史を考える上で重要な役割

を果たした、「新見正興」（万延元年遣米使節の正使）や「村垣範正」（同副使）、「柴田剛中」

（横須賀製鉄所の機械用具の買い付け交渉など担当）、浦賀奉行所の長官である歴代「浦賀

奉行」等もすべて「旗本」です。 

彼ら「旗本」の存在を正しく理解するには、単なる地域や個人を顕彰するための英雄偉人譚

としてだけでなく、旗本の「官僚」としての側面、「領主」としての側面を実証的に検討し、

その上で江戸時代の社会や制度、ひいては明治期以降の社会の中に位置づけていくという

地道な作業が求められるでしょう。 

ところが肝心の旗本家の史料は、明治維新以後の社会変動や、東京における震災や戦災等の

影響もあり、極めて乏しいのが現状です。 

今後さらなる史料が発掘されることを切に願う、今日この頃です。 

（文献史学担当：藤井） 

 

URL: http://www.museum.yokosuka.kanagawa.jp/archives/news/27827 

 

 

◆展示情報━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━◆ 

 

----------------------------------------- 

特別展示「おいでよ！まぼりの森ー馬堀自然教育園の 60年とこれからー」 

2019年 11月 4日（月）まで 

----------------------------------------- 



 

開園 60周年を迎える馬堀自然教育園の魅力をたっぷりお伝えします！ 

 

【みどころ】 

巨木模型・・・・・・シラカシとムクノキを再現した模型を展示室入口に設置します。 

生態展示・・・・・・馬堀の生き物がやってくる！ イモリ、ヤマトヌマエビ、カブトムシ

などを水槽で展示します。 

生態系模型・・・・・どんぐりをころがしてみよう！ 動物に食べられたり発芽したり、遊

びながら学べる模型が登場します。 

そのほか、馬堀自然教育園の自然と歴史を紹介する資料を多数展示します。 

 

URL: http://www.museum.yokosuka.kanagawa.jp/archives/exinfo/27307 

 

 

----------------------------------------- 

トピックス展示「基礎から学ぼう昆虫学成果展」 

2019年 10月 26日（土）～2019年 11月 24日（日） 

----------------------------------------- 

 

博物館教室「基礎から学ぼう昆虫学」の 2019年度受講生および講師による成果として、昆

虫標本やスケッチ、写真、観察レポートなどを展示します。 

 

URL: http://www.museum.yokosuka.kanagawa.jp/archives/exinfo/27831 

 

 

----------------------------------------- 

トピックス展示「戦前の写真や冊子」 

2019年 12月 8日（日）まで 

----------------------------------------- 

 

横須賀を記録した戦前の写真や冊子を抜粋して展示紹介します。 

 

URL: http://www.museum.yokosuka.kanagawa.jp/archives/exinfo/27738 

 

 

◆イベント情報 ━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━◆ 



 

----------------------------------------- 

自然観察会「馬堀自然教育園 自然と歴史のツアー」 

2019年 11月 16日（土） 

----------------------------------------- 

 

事前申込制。 

開園 60周年を迎え、市の天然記念物にも指定されている馬堀自然教育園内で見られる、動

植物、地質や歴史遺産などについて博物館の学芸員が園内を巡りながら解説します。 

 

URL: http://www.museum.yokosuka.kanagawa.jp/archives/event/27039 

 

 

----------------------------------------- 

自然観察会「身近な植物のクリスマスかざり」 

2019年 12月 1日（日） 

----------------------------------------- 

 

事前申込制。 

身近な植物の名前や特徴を楽しく学びながら室内でクリスマスかざりを作ります。 

 

URL: http://www.museum.yokosuka.kanagawa.jp/archives/event/27036 

 

 

----------------------------------------- 

野外学習「三浦半島の遺跡めぐり１」 

2019年 12月 13日（金） 

----------------------------------------- 

 

事前申込制。 

三浦半島の歴史を形成してきた主要な遺跡群を現地で見学し、各遺跡がもつ特徴やその時

代背景などを学芸員が解説します。 

今回は、三浦市南下浦町松輪地区です。 

 

URL: http://www.museum.yokosuka.kanagawa.jp/archives/event/27034 

 



 

----------------------------------------- 

天神島ガイドツアー（11月） 

2019年 11月 24日（日） 

----------------------------------------- 

 

申込不要。 

毎月その時々の天神島臨海自然教育園の見どころを、現地スタッフが紹介します。 

 

URL: http://www.museum.yokosuka.kanagawa.jp/archives/event/27060 

 

 

--------------------------------------------------------------- 
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